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　そう言って俺の部屋に現れたのは、パトカーに手足が生えたような珍妙な生物だった。

「は？」

　俺が唖然としている間にも、パトカーもどきはさらにまくしたてる。
「私は魔法の王国トーラスランドの警察だ。

　お前は昨夜、インターネットの掲示板で、我が王国の騎士団長、デンス・サブセット様を殺すと予告した。お前のせいで、哀れなサブセット様は、怖くて一人でトイレに行けなかったんだぞ」

「騎士団長がそんなんで魔法の王国は大丈夫なのか」

いや、問題はそんなことじゃない。

　パトカーもどきはサブセット様を侮辱するつもりかなどと怒り出したが、そもそもこいつはどうやって魔法の王国なんていう異世界から、現実世界に生きる平凡な高校生である俺、星形正則の部屋にやってきたのだろうか。

　しかしパトカーもどきの言ったことは本当だ。

　昨夜俺は、アニメ「魔法少女スープ＆インフ」を見ていた。

　魔法の王国トーラスランドを舞台に、双子のプリンセス、スープ・トーラスとインフ・トーラスが活躍する話だ。

　第２６話からは、隣国のプリンセス、イデアル・パーフェクトフィールドがライバルとして登場し、主にツンデレ萌えな人々から人気を集めている。かくいう俺も、ネット上で「イデアルたんは俺の嫁」と主張する輩を相手に対し、「いや俺の嫁だ」と論争を繰り広げたことがある。

　そして昨夜、問題の第３９話が放送された。

　トーラスランドの城は、城らしく丘の上に建っている。その丘で双子がキャンプを楽しんでいた。夕飯のカレーを作り、食べようとすると、タイミングを狙い済ましたかのように騎士団長のデンス・サブセットが現れた。
そして双子に勧められてカレーを食べた騎士団長は言った。

「甘口ですね」

　子供なのだから当然だ。

「私はカレーにはうるさいのです。カレーは辛くなくてはなりません。タバスコはありませんか」

「マヨネーズなら」

　スープ・トーラスがマヨネーズを差し出すと、騎士団長は渋い顔で唸ったのち、

「まあ、マヨネーズでもよいでしょう」

　容器に入っていたマヨネーズを一滴残らずカレーの入った大鍋の中に搾り出した。カレーにうるさい人間のすることではない。いや、それ以前に人間のすることではない。

せっかく作ったカレーを台無しにされて涙目になっている双子をよそに、騎士団長は大鍋の中身をかき混ぜている。マヨネーズと混ざったカレーは、知らない人が見たらコーンスープと思うような色合いだ。
　そこに、イデアルたんが登場。ネットの掲示板で番組を実況していた、俺を含む多数のイデアルたんファンが「キター！」と書き込んでいる間に、

イデアルたんは言う。

「ちょっとどういうことよ！　イデアルに内緒でキャンプなんかして、カレーなんか作っちゃって！」

「昨日誘ったじゃない、でもイデアルちゃんが『誰があんたたちなんかと』って……」

「うるさいうるさいうるさい！　邪魔してやるわ！」

　イデアルたんは双子に対しツンツンした態度をとっていて、いつも魔法でいたずらを仕掛けているが、本当は寂しいだけなのだ。
　イデアルたんの魔法のステッキから光線がほとばしり、大鍋の中のカレーを直撃した。

「おーっほっほっほ！　イデアルの魔法の恐ろしさを、とくと味わうがよいわ！」

　イデアルたんが高笑いする。双子はカレーを皿に盛り付け、柄の先端にウサギのマスコットのついたかわいいスプーンでカレーをすくい、恐る恐る口に入れた。ちなみにイデアルたんの魔法はいつも、スプーンをフォークに変えるとかいう他愛のないもので、双子の手が震えているのはイデアルたんの魔法を恐れているからではなく騎士団長がカレーにマヨネーズをぶちこんだからなのだが、そのことを知らないイデアルたんは上機嫌だった。

「あ、ジャガイモがサツマイモになってる。でもマヨネーズにはこっちの方が合うかも」

「そだね。意外とおいしい」
　双子の反応、そして空になったマヨネーズの容器が騎士団長の手に握られているのを見て、イデアルたんはショックを受けていた。

「ま、まさかイデアルがジャガイモをサツマイモに変えるのがわかっていて、あらかじめマヨネーズを……」

　俺がパソコンに目をやると、実況に「ねーよｗｗｗｗｗｗ」などと書き込まれている。

　一方、騎士団長は、なぜか怒りに身体を震わせていた。

「おのれイデアル・パーフェクトフィールドめ！　カレーにはジャガイモと昔から決まっている。それをサツマイモに変えるなど、たとえ天が許しても魔法の王国トーラスランド騎士団長デンス・サブセットが許さない」
　もっとも、カレーにマヨネーズをぶち込むような奴は、天が許さないだろう。実況にも「お前が言うなｗｗｗｗｗｗ」の書き込みが並んでいる。

「死ね！」

　騎士団長は剣を振り上げ、イデアルたんに飛び掛かる。

　そして、鮮血が舞った。

　ここでＣＭが入る。

　俺は呆然とした。ＣＭの直前、アイキャッチは双子がカレーまみれになり、使い魔のウサギがそれを舐め回しているというけしからんものだったが、イデアルたん派の俺は最後の力を振り絞って実況に「空気嫁」と書き込み、胸を締め付けられるような思いで本編が再開するのを待った。ＣＭは１～２分程度だが、俺にはそれが何時間にも感じられた。
　容器から発射されたマヨネーズが双子の顔に降りかかるアイキャッチを経て、本編が再開した。

　黒猫が、切り裂かれた腹部からどくどくと血を流して倒れていた。イデアルたんの使い魔が、主人をかばったのだ。

「フェニックス！」

　イデアルたんが使い魔に駆け寄り、名前を呼ぶ。実況には「猫の名前フェニックスかよｗ」などと書き込まれている。この番組を始めてみた人だろうか。

　イデアルたんは泣いていた。いつも強がっていた彼女が、ライバルである双子の前で、涙を流している。使い魔を喪ったことが、それほど悲しかったのだろう。

　今までのエピソードを振り返ってみても、黒猫はいつもイデアルたんと一緒にいた。イデアルたんが手を洗ったときにはタオルになり、イデアルたんが寝るときには枕となっていた。そのとき俺は実況に「俺、この人生が終わったら来世は黒猫になるんだ…」と書き込んだ。死亡フラグみたいだが、死ぬことが前提なので問題はない。

　その後騎士団長は、再びイデアルたんを斬ろうと剣を振りかぶった。

　イデアルたんは使い魔の亡き骸を抱えたまま放心状態で、目の前に剣が迫るのに気づかない。

　だが、トーラスランドプリンセスの双子の姉、スープ・トーラスが魔法を唱えた。

「チューリップになーれ！」

　魔法少女の杖から発射された光線が、騎士団長の剣をチューリップに変える。

　イデアルたんは目の前でチューリップが振り下ろされるのを見て、自分が助けられたことに気づく。

　スープが微笑み、妹のインフも胸をなで下ろしている。

　イデアルたんは赤くなり、

「……お礼なんて言わないからねっ！」

　ホウキに乗り、飛んでいこうとする。

「逃がさんっ！」

　騎士団長が、イデアルたんに向かって剣を投擲する。スープの魔法は何でもチューリップに変えてしまうが、３秒しか効き目がなく、騎士団長の剣もすでに元に戻っていたのだ。もっともこのデンス・サブセットという騎士団長は、騎士団長のくせに弱いことで定評があり、いま投げた剣もイデアルたんには当たらずに乗り物のホウキをかすめただけだったが、イデアルたんはホウキから落ちてしまった。

「魔女を捕まえろ！」

　騎士団長が笛を吹くと、部下の騎士たちがわらわらと出現し、イデアルたんを包囲した。何百人もの屈強な騎士に囲まれた幼女になすすべはない。

　騎士団長はイデアルたんに手錠をかける。

「本来ならば、裁判にかけて法律に基づいて処罰するのは面倒なので貴様はここで斬り殺すところだが、姫様たちが貴様を殺したくないようなので、面倒だが貴様は裁判にかけて法律に基づいて処罰する」

　どこが「本来ならば」だ。
　俺の心の中の突っ込みも、掲示板の実況に書き込まれた突っ込みも意に介さず（当然と言えば当然だが）騎士団長は続ける。

「裁判は我輩の気が向いたら始める。それまでお前は牢に閉じ込めておく」
　実況を見ると、案の定「気が向いたらっていつだよｗ」「こいつ裁判始めない気だｗｗｗ」などと書き込まれている。

　イデアルたんは、薄暗い、苔のむした地下牢に閉じ込められた。

　そしてその直後、明るい音楽が流れる。このアニメのエンディングテーマ曲だ。俺は実況に「空気嫁」と書き込んだ。

　このアニメはまだ１３話残っている。この後、監禁されたイデアルたんを双子が助けに来るという展開が予想されるところだ。今までツン状態だったイデアルたんのデレが見られると思うと、期待に胸が躍る。

　ところが、そんな俺の想いは、テレビ画面上部に表示された短い文章によって打ち砕かれた。

「魔法少女スープ＆インフ」は今週で終了いたします。

　来週からは「世界の船１００選」をお送りします。

　「世界の船１００選」の予告が流れる。立派な船が映っているが、そんなものを鑑賞しているような余裕は俺の心にはなかった。

　イデアルたんが使い魔を亡くし、閉じ込められたところで、アニメは打ち切られてしまった。酷い終わり方だ。番組を実況していた掲示板を表示したパソコンの画面に目をやると、猫とも人ともつかないキャラクターが首を吊っている絵文字であふれかえっている。俺はいたたまれなくなって、

「みんな安心しろ。俺がデンス・サブセットを殺して、イデアルたんを救い出す」と書き込んだ。

　その結果がこれだよ――俺はパトカーを模した生物に、手錠をかけられ引きずられていた。

　そして、いつのまにか空間に出現していたカラフルな穴――こちらの世界とあちらの世界をつなぐトンネルのようなものだろう――を抜けると、そこは薄暗い場所だった。
「裁判が始まるまでそこに入ってろ」

　パトカーもどきは俺を狭い部屋に向かって突き飛ばす。そしてガシャンという、鉄格子が閉まる音。

　ついに閉じ込められてしまった。部屋の中は薄暗く、じめじめとして、地面には苔が生えている。

　あれっ、ここ、見覚えがあるような……

「イデアルたん！」

　そうだ！　ここはアニメでイデアルたんが閉じ込められていた牢屋だ！　俺を連行してきたパトカーもどきも、魔法の王国の警察だと言っていた。どうやら俺は、アニメの世界に来てしまったらしい。

　そして部屋の隅を見ると、イデアルたんが力なく地面に座り込んでいた。使い魔のフェニックスを殺されたあげく、こんな殺風景な場所に閉じ込められ、落ち込んでいるのだろう。俺が慰めてやらなければ。

　ところが、イデアルたんは俺がいるのに気づくと、瞳を輝かせて俺に抱きついてきた。

「来てくださったのね！　王子様！」

「……王子様？」

　俺は首をかしげるが、イデアルたんはうっとりとした目で、

「占いの通りだわ。満月の夜に王子様が迎えに来てくれるって」
　ここは地下牢なので月は見えないが、なぜか床に落ちていた新聞を見ると、一面に「今日は満月！」の見出しが躍っている。そういえば魔法の王国では、こういう占いを信じる人が多いから、満月になるのは大ニュースなんだ。
　しかし、その満月よりも明るく目を輝かせ、俺に抱きついて頬ずりしている少女ってなんなの？　もちろんイデアルたんなのだが、こんなのはイデアルたんじゃない。ツンデレのイデアルたんが、初対面の人間に気安くベタベタするなんてありえない。

　俺は、俺の手をとってフォークダンスを踊ろうとしているイデアルたんの姿をしたものを突き飛ばした。少女はしりもちをついたあげく、背後の壁に頭を打ち、めりっ、という頭蓋骨が陥没したような音が聞こえて、さすがに俺も心配になってきたが、彼女は、

「王子様ったら、照れ屋さんね」

　再び俺にしなだれかかってくる。

照れ屋さんじゃなきゃいけないのはお前だろ……

かつて俺の完璧な理想に限りなく近かったイデアル・パーフェクトフィールドは、ブラウン管の中――俺の手の届かないところにいた。いまや、彼女の体は俺のすぐ近く、目の前にある。しかし彼女の人格は、俺の理想から何億光年も遠ざかってしまった。
「これからはずっと一緒ね。王子様……ずっと一緒なのだから、夫婦みたいなものだわ。ダーリンって呼んだ方がいいかしら」

　あのイデアルたんが、会ったばかりの男にこんなことを言うなんて……そりゃあ、確かに俺は「イデアルたんは俺の嫁」と言っていたし、本当にそうであればどんなに素晴らしいことかと思っていた。だが俺はツンデレしか愛せない。人はこんなにも変わってしまうものなのか。そして、今まで愛していた人にそんな変化が起きて、もはや愛せなくなったとしても、一緒にいなければならないのか。それが人生なのか。

　そんなことを考えながら俺は、抵抗する気力もなくなって、魂の抜けたマリオネットのように、少女に手を引かれてフォークダンスを踊り続けるのだった。
